
 

 

 
 

 

 

第２次北本市子ども読書活動推進計画 

(案) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

第２次北本市子ども読書活動推進計画  目次 

 

第１章 計画の概要  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

  １ 計画策定の目的  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

  ２ 計画の期間と対象  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

  ３ 計画の位置づけ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

  ４ ＳＤＧsとの関連  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 

第２章 計画の振返り  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

  １ 前回計画の総括  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

  ２ 前回計画の主な成果  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

  ３ 今後の主な課題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

 

第３章 第２次計画の方針  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

  １ 基本的方針  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

  ２ 計画の体系  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

 

第４章 読書活動の推進に向けた取組  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

基本的方針１ 家庭､地域､学校における子どもが読書に親しむ機会の提供と充実 ・８ 

（１） 家庭における推進  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

（２） 地域における推進  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

（３） 学校等における推進  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

（４） 市立の各図書館・学校等・民間団体等の連携・協力  ・・・・１３ 

基本的方針２ 子どもの読書活動を推進するための環境の整備・充実  ・・１４ 

（１） 市立の各図書館の整備・充実  ・・・・・・・・・・・・・・１４ 

（２） 学校図書館の整備・充実  ・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

（３） 学校図書館の活用を充実していくための人的配置の推進  ・・１７ 

（４） 障害のある子どものための諸条件の整備・充実  ・・・・・・１８ 

基本的方針３ 子どもの読書活動に関する啓発・広報の推進   ・・・・・・１９ 

（１） 「子ども読書の日」を中心とした啓発・広報  ・・・・・・・１９ 

（２） 優良な図書の普及  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０ 

基本的方針４ 子どもが読書に親しむための推進体制の充実  ・・・・・・２２ 

 

第５章 資料  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３ 

  １ 第２次北本市子ども読書活動推進計画策定のためのアンケート結果･２３ 

  ２ 北本市子ども読書活動推進計画策定委員会設置要綱  ・・・・・２７ 

  ３ 北本市図書館協議会委員名簿  ・・・・・・・・・・・・・・・２８ 

  ４ 第２次北本市子ども読書活動推進計画策定委員名簿  ・・・・・２８ 

  ５ 第２次北本市子ども読書活動推進計画策定の経過  ・・・・・・２９ 

 

 

  



第１章  計画の概要 
 

１ 計画策定の目的 

 

子どもの読書活動は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かな

ものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものです。私

たちを取り巻く社会環境は高度情報化、少子高齢化、核家族化などめまぐるしく変化し、大

人だけではなく、子どもの心身の発達や生活環境などに大きな影響を与えています。 

そうした中、北本市（以下「本市」という。）では子どもの読書活動の充実と環境の整備

に努めるため、「北本市子ども読書活動推進計画（令和元年度～令和５年度）」を平成３１年

３月に策定し、家庭・地域・学校等を含めた社会全体で子どもの読書活動の支援に取り組ん

できました。 

しかし、近年のインターネットやスマートフォンなどの普及等や学校でのＧＩＧＡスク

ール構想実現のための１人１台学習用端末整備など、情報化社会は急激に進展しています。

また、前回計画が策定されてから５年余りが経過する中で、令和４年１０月には「北本市子

どもの権利に関する条例」の施行や新型コロナウイルス感染症の世界的流行など、策定時点

では予想できなかった変化や課題が発生しており、子どもを取り巻く環境の変化に対応す

る必要があります。 

そこで、子どもが読書に親しめる環境の整備を推進していくため、北本市子ども読書活動

推進計画を継承しつつ、国・県の計画や社会の変化を踏まえ、「第２次北本市子ども読書活

動推進計画」を策定するものです。 

 

 

２ 計画の期間と対象 

 

計画の期間は、令和６年度から令和１０年度までの５年間とします。本計画における「子

ども」とは、概ね１８歳以下の人をいいます。また、子どもの読書活動の推進に関わる保護

者、地域、教育・福祉・保健等の関係者も対象に含みます。 

 

 

３ 計画の位置づけ 

 

「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成１３年法律第１５４号）を受け、国は令

和５年３月、「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」（第五次）を策定し、埼玉県

は平成３１年３月、「埼玉県子供読書活動推進計画」（第四次）を策定しました。 

 「第２次北本市子ども読書活動推進計画」は、国と埼玉県の動きを踏まえるとともに、本

市の最上位計画である「第五次北本市総合振興計画」及び教育行政分野における計画「第３

期北本市教育振興基本計画」等との整合性を図り、北本市子ども読書活動推進計画を継承し

た、子どもの読書活動の充実と環境の整備に努めるための計画です。 

 

  １ 



計画の関連図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第五次 

北本市総合振興計画 

後期基本計画 

第３期 

北本市教育振興基本計画 

国による「子どもの読書活動の推進に

関する法律」 

北本市ＳＤＧｓ 

推進に係る方針 

埼玉県子供読書活動 

推進計画（第四次） 

第２次北本市子ども読書活動推進計画 

国による「子どもの読書

活動の推進に関する基

本的な計画」（第五次） 
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４ ＳＤＧｓとの関連 

 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、平成２７年９月

の国連サミットにおいて全会一致で採択された、「誰一人取り残さない」持続可能でよりよ

い社会の実現を目指す世界共通の目標です。  

１７のゴール・１６９のターゲット・２３１の指標（重複を除く。）から構成され、開発

途上国のみならず、我が国を含む各国において、令和１２年までの目標達成に向けた積極的

な取組が進められています。 

 

多様性や包摂性を前提とするＳＤＧｓの理念は、本市のまちづくりの基本理念「市民との

協働による持続可能なまちづくり」や、将来都市像「緑にかこまれた健康な文化都市～市民

一人ひとりが輝くまち 北本～」と方向性を同じくしています。 

これを踏まえ、本市では、「第五次北本市総合振興計画後期基本計画」（計画期間：令和４

年４月１日から令和８年３月３１日まで）（以下「後期基本計画」という。）において、各施

策分野に掲げられた「施策の目指す姿」に該当するＳＤＧｓのアイコンを示すとともに、内

閣府作成の「地方創生ＳＤＧｓローカル指標リスト」を参考としてＳＤＧｓのゴールと結び

ついた「施策の成果指標」や「基本事業の指標」を設定しました。 

第２次子ども読書活動推進計画においても、１７の目標のうち「４ 質の高い教育をみん

なに」と「１７ パートナーシップで 目標を達成しよう」を主な目標とし、本計画を推進

することにより、ＳＤＧｓの達成を目指していきます。 
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４ 質の高い教育を みんなに  

すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を

促進する  

 

 

１７ パートナーシップで 目標を達成しよう 

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシッ

プを活性化する 
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第２章  計画の振り返り 
 

１ 前回計画の総括 

 

前回計画（令和元年度～令和５年度）では、本市の子どもの読書活動を推進していくため、

第２期北本市教育振興基本計画の基本的理念「共に学び 未来を拓く 北本の教育」の実現

に向けて、４つの基本的方針を柱に、多様な取組を推進してきました。家庭、地域、学校に

おける取組は着実に進められ、それぞれ一定の成果をあげていることから、前回計画の基本

的方針、施策の方向性は評価できます。 

しかしながら、前回計画における課題を検証すると、未だ取組の成果が十分でない施策や、

今後より一層推進すべき施策が存在することから、基本的方針の実現に向けて引き続き、子

どもの読書活動を推進するための取組を進めていく必要があります。 

第２次計画においては、基本的な考え方は前回計画を踏襲し、４つの基本的方針は変えず、

これまでの施策の見直しにより、今後の充実と発展、質の向上に努めます。 

 

 

２ 前回計画の主な成果 

 

（１） 学校・図書館・保育所・児童館・公民館等さまざまな場所で子どもが楽しく本と出 

合うことのできる機会が増え、ボランティア団体の活動も活発化しました。 

（２） 図書館とボランティア団体、図書館と児童館等、それぞれの団体や機関とが連携す 

る活動が始まりました。 

（３） ブックスタート（４か月児）の定着により、家庭における読み聞かせの機会が増え 

ました。 

（４） 学校・図書館の連携による、子どもと良書を出合わせる取組が充実しました。 

（５） 図書館における｢読書通帳｣等の取組により、子どもの読書活動が活発化しました。 

 

 

３ 今後の主な課題 

 

（１） 本をよく知り、読み聞かせ・ブックトーク等で、子どもに読書の楽しさを伝えるこ 

とのできる人材を育成し、さまざまな施設・地域で子どもが本を読む楽しさを実感で 

きる取組を推進することが必要です。 

（２） 近年のスマートフォンなどの情報通信機器やインターネットなどのデジタル情報 

メディアの急速な普及・発達は、子どもの生活習慣や読書環境に大きな影響を与えて 

いると言われています。子どもの読書離れを食い止めて読書活動に向かわせるには、 

子どもがいつでも自由に読める環境を、これまで以上に整備することが必要です。 

（３） 急激に進むデジタル化の中で、ＳＮＳやオンラインによる読書啓発が必要です。ま 

た子どものための電子書籍を充実させることも必要です。同時に、生の声での読み聞 

かせ等、対面で実施する読書啓発や、これまで長く親しまれてきた紙の本の魅力にも 

５ 



留意し、多角的に取り組むことも必要です。 

（４） 読書推進の気運を高めるため、今後もより一層、学校・家庭・図書館・地域・関係 

機関等の連携強化が必要です。 

（５） 読書活動が困難な子どもを支援するための環境整備を推進することが必要です。 
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第３章  第２次計画の方針 

１ 基本的方針 

 

 

 

 

 

２ 計画の体系 

基本的方針１ 家庭、地域、学校における子どもが読書に親しむ機会の提供と充実 

（１） 家庭における推進 

 ア ブックスタート 

 イ 読み聞かせ等 

（２） 地域における推進 

 ア 市立の各図書館における推進 

 イ 民間団体等における推進  

（３） 学校等における推進 

 ア 保育所等における推進 

 イ 小学校・中学校における推進 

（４） 市立の各図書館・学校等・民間団体等の連携・協力 

基本的方針２ 子ども読書活動を推進するための環境の整備・充実 

（１） 市立の各図書館の整備・充実 

 ア 資料の整備・充実 

 イ 設備等の整備・充実 

 ウ 図書館職員研修の充実（市立図書館） 

（２） 学校図書館の整備・充実 

 ア 資料の整備・充実 

 イ 設備等の整備・充実 

（３） 学校図書館の活用を充実していくための人的配置の推進 

 ア 司書教諭の配置 

 イ 学校図書館指導員の配置 

（４） 障害のある子どものための諸条件の整備・充実 

基本的方針３ 子どもの読書活動に関する啓発・広報の推進 

（１） 「子ども読書の日」を中心とした啓発・広報 

 ア こども図書館 

 イ 中央図書館 

 ウ 小・中学校 

（２） 優良な図書の普及 

 ア こども図書館 

 イ 中央図書館 

 ウ 小・中学校 

基本的方針４ 子どもの読書に親しむための推進体制の充実 

（１） 庁内関係部署と関係機関との連携強化 

（２） 新たな推進体制の検討 

 

基本的方針１  家庭、地域、学校における子どもが読書に親しむ機会の提供と充実 

基本的方針２  子どもの読書活動を推進するための環境の整備・充実 

基本的方針３  子どもの読書活動に関する啓発・広報の推進 

基本的方針４  子どもが読書に親しむための推進体制の充実 
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第４章  読書活動の推進に向けた取組 
 

基本的方針１  

家庭、地域、学校における子どもが読書に親しむ機会の提供と充実 
 

（１）家庭における推進 

ア ブックスタート 

【現状】 

   本市では、毎月実施される乳児（４か月児）健診の会場で、ブックスタート※１を平成 

１６年８月から実施しています。 

   健診終了後、訪れた親子にこども図書館職員、地域のボランティア団体が絵本の読み 

きかせや絵本の選び方等の説明を行い、絵本などが入ったバックを手渡します。絵本を 

通じて保護者と乳児がふれあい、豊かな時間を過ごすことで、乳児が健やかに育まれる 

ことを目的としています。 

 

【課題】 

   国際色豊かな親子の増加に伴う多言語への対応や、視覚障がいのある保護者や乳児 

向けの対応も必要です。 

 

【施策の方向】 

   家庭での本との出会いを充実させるために、子育て支援課では、こども図書館、地域 

のボランティア団体と連携を図りながら、ブックスタート事業を継続的に実施します。 

ブックスタートが「絵本」との出会いの「きっかけ」となるように、それぞれの親子に 

合わせた取組になるよう、検討を進めます。 

読み聞かせにより、保護者に子どもが絵本に興味を示す姿を見てもらい、読み合う楽 

しさを知らせることで、家庭における読み聞かせの活発化を推進します。 

   多言語への対応や視覚障がいのある利用者には、こども図書館と連携を図り支援し 

ていきます。 

 

イ 読み聞かせ等 

【現状】 

子どもたちには本を手渡すと同時に、親から子への読み聞かせといった「ことば」を 

手渡すことが重要です。家族に本を読んでもらう経験は、子どもたちの長い読書人生の 

礎を築く第一歩となります。こども図書館では、親子で読みきかせをする姿をよく見か 

けるようになりました。読み聞かせに適する本は、こども図書館だけでなく中央図書館 

でも所蔵しています。 

 

 【課題】 

読み聞かせに適する図書を活用して、文字が読めるようになってからも「読みきかせ」 

等を多くの利用者に継続してもらうことが重要です。 

 

※１ ブックスタート・・・乳児健診に参加された子どもと保護者の皆さんに、メッセージを添えて絵本をプレゼント 

する事業です。 
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【施策の方向】 

   市立図書館の行事等を通じて、多くの人に読み聞かせの大切さを伝え、家庭での読み 

聞かせを行うきっかけや機会の提供について、継続的な支援を行っていきます。 

   また、読み聞かせボランティア養成講座を継続的に行い、読み聞かせの機会を増やし 

ていきます。併せて、読み聞かせの技術や素晴らしさを伝えるための講座も行っていき 

ます。 

 

（２）地域における推進 

ア 市立の各図書館における推進 

（ア） こども図書館 

【現状】 

乳幼児から小学校低学年を対象とした資料を中心に、蔵書構成をしています。図書館 

職員が利用者の好きな本の読み聞かせを行い、子どもたちに耳から聞く豊かな言語環 

境を提供すると同時に、親子でホッとする時間を提供しています。 

また、利用者の希望に応じて行うサービスを通じ、障がいのある利用者が読書に親し 

む機会の提供や、本の選び方、読み聞かせ方法等に関する質問にも対応しています。 

本を仲立ちとして、家族で楽しいひと時を過ごしていただくよう、おはなし会やイベ 

ントの実施、様々なテーマでおすすめ本の展示を行う等、利用者が積極的に本を手に取 

る機会の提供や読書の幅を広げる支援を行っています。 

貸出記録を残すことにより、どんな本を読んできたか振り返る「読書通帳※２」を発 

行しています。 

 

【課題】 

利用者の成長に合わせた行事・イベントを通して、本に触れる機会を増やすことが大 

切です。読書により感動や達成感を味わうことが、読書の継続に繋がります。 

 

【施策の方向】 

絵本の読み聞かせ、おはなし会、イベント、展示等の様々な事業を通じて、家族そろ 

って楽しい時間が共有できる場を提供していきます。 

また、「読み聞かせボランティア養成講座」を開催し、図書館以外でも読み聞かせイ 

ベント等が開催できるよう、支援します。 

耳から聞く豊かな言語環境の提供とともに、親子での読み聞かせや本を手に取る機 

会の拡大、支援に努めます。 

小学校中学年以上を対象とした資料を中心に蔵書構成をしています。子どもたちの 

知的好奇心を満たし、学習を助け、子どもたちの一生の友となる本との出会いを提供し 

ます。 

 

（イ） 中央図書館 

【現状】  

小学校中学年以上を対象とした資料を中心に蔵書構成をしています。子どもたちの 

知的好奇心を満たし、学習を助け、子どもたちの一生の友となる本との出会いを提供す 

るため、子どもたちが利用しやすいように、子ども優先閲覧席の設置や、調べ学習の相 

談等を行っています。小学校中学年以上の児童書の充実を図り、おすすめ本の展示やヤ 

※２ 読書通帳・・・銀行の通帳と同じように、自分が借りている本のタイトルや著書名などが記入され、記録として 

残すことができる通帳です。 
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ングアダルト※３コーナーを設ける等、多くの子どもたちに利用していただけるよう、 

様々な取組を行っています。また、点字図書※４、デイジー図書※５等を収集し、障がい 

のある子どもたちへの対応を行っています。 

 

【課題】  

ヤングアダルトを中心とした「読書から離れた」多くの市民がいます。本に親しみ、 

図書館利用者に戻ってもらうことが重要です。これらの人に届くイベントの開催や、広 

報活動を積極的に行う必要があります。 

 

【施策の方向】 

 子どもたちが利用しやすい環境の整備に努め、中高校生向けのイベントの開催や広 

報誌の発行、こども図書館と連携して、こども司書講座の開催等、魅力ある取組を実施 

していきます。 

   また、図書館分室のある各公民館との一層の連携や、児童向け図書資料の更なる充実 

を図っていきます。 

 

（ウ） 図書館分室（南部公民館・西部公民館・学習センター） 

【現状】 

 子どもたちが利用しやすいように、絵本や紙芝居の割合を中央図書館より多くして、 

蔵書しています。子どもから高齢者まで、多くの市民がゆったりした環境で利用してい 

ます。 

 

【課題】 

 分室はスペースが狭いので、親子で本の読み聞かせをする環境や、子どもが閲覧しや 

すい学習環境に改善する必要があります。また蔵書に古い本が多いため、新しい資料の 

充実も必要です。 

 

【施策の方向】 

 施設の管理を各公民館が行っていることから、環境の整備や事業の連携方法等につ 

いて、中央図書館と各公民館による協議・検討を行っていきます。また、利用方法、開 

館時間等の更なる周知に努め、中央図書館とこども図書館との事業の連携等を行って 

いきます。 

 

イ 民間団体等における推進 

【現状】 

地域のボランティア団体は、各保育所での絵本の読み聞かせやパネルシアター※６、 

各小学校でのおはなし会※７等を行っています。市内に３か所ある子ども文庫では、本 

の貸出を行う等、子どもの読書活動の推進のために様々な活動をしています。 

※３ ヤングアダルト・・・本計画では、概ね１２歳から１８歳を対象としています。 

※４ 点字図書・・・視覚にハンディキャップのある方のために作成された「指先でよむ本」です。 

※５ テイジー図書・・・デイジー(DAISY)とは、Digiyal Accessible Information System の略で、「アクセシブルな 

情報システム」と訳されるデジタル録音図書の国際標準規格です。視覚障がい者等により、普通の印刷物を読 

むことが困難な方々のために、カセットテープに代わるものとして開発されました。 

※６ パネルシアター・・・パネル布など毛羽立ちの良い布を貼ったボードに、Ｐペーパーと呼ばれる不織布で作成し 

た絵を貼ったりはずしたりしながら展開していくお話や歌遊び、ゲームなどをします。 

※７ おはなし会・・・子どもにお話を読んで聞かせる会。子どもと本を結びつける本に対する興味を育て、読書する 

素地をつくります。 
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また、市立図書館との協働事業としておはなし会、子ども読書まつり、児童文学講座 

等の実施や、その他、子どもの年代別に作成しているブックリスト※８の作成でも連携 

をしています。 

 

【課題】 

連携して「おはなし会」を開催するには、ボランティア養成講座を受講した会員がま 

だ少なく、充分な活動の機会が得られないため、ボランティアを今以上に増やしていく 

必要があります。 

 

【施策の方向】 

 ボランティア養成講座を実施し、読み聞かせに興味がある方と読み聞かせボランテ 

ィアとの橋渡しも行っていきます。また、地域のボランティア団体との連携、協力を推 

進していきます。 

 学校では、地域のボランティア団体等と連携し、読み聞かせ等の活動を行っています 

が、より学校の特徴に合うように工夫した方法の活動を推進していきます。 

 

（３）学校等における推進 

ア 保育所等における推進 

【現状】 

保育所では、乳幼児、幼児期、小学校入学前までに分けて、年齢ごとに絵本や紙芝居 

の読み聞かせ等を行っています。保育指針の中で、絵本や紙芝居の読み聞かせをするこ 

とで親しみや興味を持ち、模倣・想像する楽しさを知ることや、言葉を伝え合うことで、 

豊かな表現力を身に付けること等が示されていることから、保育の中に積極的に取り 

入れています。 

保護者にも絵本に興味をもってもらえるよう、懇談会等で子どもたちの好きな絵本 

や紙芝居をお知らせしたり、保育所で読み聞かせをしている本の紹介や保育士の感動 

した本の読み聞かせ等を行っています。 

 

【課題】 

家庭での読み聞かせを推進するために、各保育所で所有している絵本を活用して、一 

人でも多くの保護者へ、絵本の良さを知っていただくことが必要となります。 

 

【施策の方向】 

絵本の読み聞かせや絵本の紹介を通じて、家族が一緒に本を読む機会の拡大に努め 

るとともに、小学校入学前までの子どもたちの読書をする習慣づくりを支援します。 

 

イ 小学校・中学校における推進 

【現状】 

 小・中学校学習指導要領（平成２９年３月告示）においては、「総則」、「国語」、「社 

会」、「美術」（中学校のみ）、「特別活動」に、それぞれ学校図書館との関連についての 

記載があります。特に、改訂された指導要領の中心的な概念の一つである「主体的・対 

話的で深い学び」を実現するうえで、学校図書館を計画的に活用し、児童・生徒の自主 

的・自発的な学習活動や読書活動を充実させることが求められています。 

※８ ブックリスト・・・ある基準で選択され、本を薦めたり、紹介するために作られた目録です。「子どもたちの年 

代別おすすめ本」のリストで、中央公民館・こども図書館・ボランティア団体が連携して作成しています。 
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   そのような中、市内の小・中学校では子どもが読書に親しむ機会の提供と充実を図る 

ために、学校図書館を活用したさまざまな取組を行っています。「図書や読書に関する 

全校集会」は、１１校中６校の小・中学校で実施され、おすすめ本の紹介や貸出冊数の 

発表・表彰等の啓発活動を行っています。「朝読書」については、１１校中９校の小・ 

中学校で実施しており、「読み聞かせ」等については、すべての小学校で、地域のボラ 

ンティア団体の協力等により行われています。また、「定期的に本に触れる機会のある 

部活動」では、１校の中学校で部活動を行っており、「調べ学習※９」については、すべ 

ての小・中学校で学校図書館を活用しています。 

 

【課題】 

子どもの主体的、意欲的な読書習慣の確立のために、今後も各学校で継続的な取組を 

行っていくことが必要です。 

 

【施策の方向】  

子どもたちが読書の楽しさを知り、生涯にわたる読書習慣を身に付けることができ 

るよう、学校図書館を計画的に活用します。特に、学校図書館を身近に感じるためにも、 

調べ学習での積極的な活用に努めるとともに、各学校において特色のある読書活動を 

推進していきます。 

 

（４）市立の各図書館・学校等・民間団体等の連携・協力 

 【現状】 

子どもの読書活動を推進するために、市立図書館、各保育所、小・中学校、地域のボ 

ランティア団体がそれぞれの役割を担いながら、相互の連携・協力を図っています。  

市立図書館と各保育所は、団体貸出、本のリサイクル等で連携・協力をしています。 

各学校とは調べ学習、図書館見学、学校図書館研修会、団体貸出、放課後こども教室等 

で連携・協力を図っています。地域のボランティア団体とは、各種事業での連携・協力 

やおすすめ本のリストの作成を実施しています。 

 児童館では市立図書館の職員が出向いての読み聞かせ、また協働で講座の開催や、児 

※９ 調べ学習・・・児童生徒が課題について調査し結論をまとめる学習法です。 

54.％

45.5%

年に１回以上、図書や読書に関する

全校集会を実施していますか。

はい いいえ

11

0

学校図書館を活用した授業（調べ

学習等）を実施していますか。

はい いいえ
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童館の職員に読み聞かせの研修を実施する等の連携・協力を図っています。 

   地域のボランティア団体は、各保育所及び各小学校で本の読み聞かせ等を行ってい 

ます。 

 

【課題】 

今後も継続した連携・協力が必要になります。 

 

  【施策の方向】 

 子どもの読書活動を推進するために、相互の連携・協力を図りながら継続した取組を 

行っていきます。 

 図書館見学会で図書館や本に親しみを持ってもらう取組を行います。また、図書館ま 

で遠くて団体での見学が難しい場合は、図書館から学校等に出向いて、出張の図書館案 

内を行う事も検討します。 

 また、学校で使用しているタブレット端末で電子図書館を利用できるようにして、調 

べ学習や朝の読書などに活用することを検討します。 
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基本的方針２ 

子どもの読書活動を推進するための環境の整備・充実 

 

（１）市立の各図書館の整備・充実 

ア 資料の整備・充実 

（ア） こども図書館 

【現状】 

絵本、知識の本、読みもの等、子どもの成長段階に対応する本や、様々な興味関心を 

満たすための分野の本を収集しています。読書量の幅を考慮しつつ、乳幼児から小学校 

低学年くらいまでが利用しやすい蔵書構成を心がけています。絵本、読みもの、さらに 

調べ学習に役立つ辞典や、日本十進分類法※１０の分類０類～８類の本の充実を図り、子 

育て支援の本の収集にも努めています。 

 

【課題】 

調べ学習等に役立つ電子図書館※１１サービスを令和３年度に導入しましたが、使用が 

少なく、電子図書館サービスの周知が必要です。また、小学校低学年向けに、より良い 

蔵書構成とするのが課題です。 

 

【施策の方向】 

引き続き、０類～８類の本の充実を図るとともに、利用者の興味・関心を満たすため 

の分野の本の収集を行っていきます。 

   親子で楽しめる内容の本や子育てに悩む親の助けになるような資料の収集を行って 

いきます。幼児期に必要な良書を選定し充実を図ります。 

 また、小学校低学年の調べ学習にも役立つ蔵書構成に努めます。利用者の要望に応じ 

てより詳しい資料を提供するため、初めて中央図書館を案内する場合は、子どもたちが 

安心して利用できるよう、中央図書館と連携したサポートを行っていきます。 

 電子図書館のサービスは、調べ学習に役立つ図鑑などの電子書籍※１２を、気軽に自宅 

で活用できることを周知します。 

 

（イ） 中央図書館 

【現状】  

 児童コーナーでの児童向け図書資料の収集、調べ学習や総合的な学習の時間のため 

の参考図書資料等の充実に努めています。 

 

【課題】  

 図書館にあるヤングアダルト向けの図書を手に取っていただくための展示の工夫や、 

中高校生向けの図書資料を計画的に収集していく必要があります。 

 

※１０ 日本十進分類法・・・日本で使われている図書分類法です。図書の主題となる、あらゆる知識を１～９の数字

を用いて分類し、どの区分にも属さない全般的なものには 0 を用いる分類法です。そしてさらに、0～９に分

けるという繰り返しで分類を細分化していきます。 

※１１ 電子図書館・・・インターネットを通じてパソコンやタブレット、スマートフォン等から電子書籍を無料で借 

りて読むことができるサービスです。 

※１２ 電子書籍・・・単行本や漫画、文庫本などを電子データ化し、それを電子機器のディスプレイ上で読めるよう 

にした書籍です。 
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【施策の方向】 

 今後も、調べ学習に役立つ資料の収集を行うとともに、小学校中学年から中高校生を 

対象とした、読書活動に結び付くような図書資料の充実に努めます。 

 

イ 設備等の整備・充実 

（ア） こども図書館 

【現状】 

 利用者の多くが乳幼児から小学生であることを考慮し、館内のサインを大きくする 

等の工夫をしています。本を低い位置に配架することで、小さな利用者も好きな本を手 

に取りやすいようにしています。棚の角が危なくないようにクッション材を取付け、設 

備を清潔に保ち、季節感のある装飾を手作りする等、居心地のよい空間の提供と安心し 

て過ごせる環境づくりに努めています。 

 

【課題】 

今後も、利用する全ての人が満足して穏かに過ごすことができる空間の提供に努め 

ることが、必要となります。 

 

【施策の方向】 

 利用者が安全で快適に利用できるよう、自動貸出機※１３の利用と電子図書館の利用を 

促進します。 

 また、居心地のよい空間の提供と安心して過ごせる環境づくりに配慮するとともに、 

寄添い・声かけ等の丁寧な対応を行っていきます。 

 

（イ） 中央図書館 

【現状】 

 大人の利用者が多い中央図書館内で、子どもたちが利用しやすいように、子ども優先 

閲覧席を設置しています。また、ヤングアダルトの本の展示やコーナーを設け、良書を 

手にする機会の拡大に努めています。令和５年７月にはタブレット端末の貸出を開始 

し、スマートフォンやパソコンを持っていなくても、館内で電子図書館のサービスを利 

用できます。 

 

【課題】 

子どもたちが安心して図書館を利用することができるよう、こども図書館と連携し 

たサポートが必要となります。 

 

【施策の方向】 

 こども図書館と連携した支援を行うとともに、調べ学習の相談、子ども優先閲覧席の 

利用等を通じて、子どもたちが中央図書館を利用しやすい環境の整備に努めます。 

 また、勉強や部活動等で忙しい中高校生にも、本を手に取ってもらえるよう、本の展 

示の工夫やヤングアダルトコーナーと電子書籍の充実を図り、中高校生へのアプロー 

チを推進します。 

 

 

※１３ 自動貸出機・・・窓口カウンターに行かなくても、非接触により自分で貸出処理ができる機器です。 
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ウ 図書館職員研修等の充実（市立図書館） 

【現状】 

 児童サービスに携わる図書館職員は、子どもの本に関する豊富な知識と子どもに対 

する深い理解が必要となります。中央図書館では、児童奉仕、おはなし会、ブックトー 

ク※１４についての研修等、児童サービスに必要な知識・技術を身に付けるための研修を 

行い、職員の専門性の向上を図っています。 

また、より良いサービス提供するために著作権研修、検索技術の研修、絵本やおはな 

し会についての研修、ブックスタート研修、障がい者サービス研修等の研修を実施して 

います。 

 

【課題】 

今後は、ヤングアダルトを対象とした、資料の知識を深めるための研修も必要となり 

ます。また、限られた時間の中で多くの研修に参加できるよう、オンライン研修等を積 

極的に活用していく必要があります。 

 

【施策の方向】 

 文化庁や県立図書館等の研修を積極的に受講し、職員のスキルアップに努めるとと 

もに、受講した職員が他の職員にフィードバックする仕組みを整えていきます。 

 また、図書館職員がステップアップしながら業務を遂行できるよう、体系的な研修プ 

ログラムを用意します。さらに、いつでも研修が行えるように、ｅラーニング※１５によ 

る学習システムを活用していきます。 

 

（２）学校図書館の整備・充実 

ア 図書資料の整備・充実 

【現状】 

 学校図書館には、豊かな心を育む読書センター※１６機能と、児童生徒の学習活動を支 

援する学習情報センター※１７しての機能があります。限られた予算の中で工夫して選書

を行う等、図書の購入に努めています。市内小・中学校では、学校ごとに図書の購入希

望調査等を行い、課題の自力解決に役立つ資料、調べ学習で不足している資料、興味を

惹く図書等の購入に努めています。また、教員向けに図書見本の閲覧会を開き、購  

入希望調査を行って購入をしている学校もあります。 

   なお、学校図書館図書標準※１８を達成している学校は、小学校は７校中３校、中学校 

は４校中１校と半数に満たない状況でした。 

 

【課題】 

 課題に役立つ資料や調べ学習で資料が不足していることや、学校図書館図書標準に 

達していない学校があるので、図書資料の充実に努める必要があります。また今後も、 

児童・生徒が利用しやすいよう、図書の配置や紹介を工夫していく必要があります。 

※１４ ブックトーク・・・一定のテーマを立てて、一定時間内に何冊かの本を複数の聞き手に紹介する手法です。 

※１５ ｅラーニング・・・パソコンやタブレット、スマートフォンを使ってインターネットを利用して学ぶ学習形

態のこと。 

※１６ 読書センター・・・児童生徒の創造力を培い､学習に対する興味･関心等を呼び起こし､豊かな心を育みます。 

※１７ 学習情報センター・・・児童生徒の自主的、主体的な学習活動を支援するとともに、情報の収集・選択・活 

用能力を育成して、教育課程の展開に寄与します。 

※１８ 学校図書館図書標準・・・公立義務教育諸学校の学校図書館に整備すべき蔵書の標準として、平成５年３月

に定められました。 
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【施策の方向】 

 限られた予算の中で工夫して選書を行う等、図書の購入を計画的に充実させ、学校図 

書館図書標準に達するように努めます。今後も、各校の学校図書館指導員を中心に図書 

資料の整備・充実を積極的に推進します。 

 

イ 設備・環境の整備・充実 

【現状】 

 校長のリーダーシップのもと、司書教諭※１９・学校図書館指導員※２０を中心として、

学校図書館の環境整備に努めています。学校図書館指導員、保護者のボランティア、市

立図書館等の協力を得て、すべての小・中学校において、おすすめ本のポップや季節ご

との室内掲示の工夫、読書イベントのお知らせ等を行っ

ています。特に、小学校では「スタンプラリー」や「読書

ビンゴ」等の取組が多く、中学校でも「おすすめの本の紹

介」等の取組を行っています。 

 

【課題】 

学校図書館に足を運んでもらえる活動やイベントの 

開催と共に、児童・生徒への広報や働きかけが必要です。 

 

【施策の方向】 

 今後も、各小・中学校の効果的で特色ある取組を情報 

共有し、魅力ある学校図書館環境づくりを推進します。 

 

（３）学校図書館の活用を充実していくための人的配置の推進 

ア 司書教諭の配置 

【現状】 

 司書教諭は、全校で１２学級以上（特別支援学級含む）の公立学校に置くことが学校 

図書館法で定められています。本市における令和５年度の状況では、小・中学校全１１ 

校中、司書教諭を置く義務があるのは９校ですが、１０校に司書教諭を配置し、学校図 

書館の充実に努めています。また、各学校に１名の学校図書館指導員を配置しています。 

 

【課題】 

 司書教諭を置いていないのは、小・中学校全１１校中、１校です。読書活動を推進す 

るために、すべての小・中学校に司書教諭を配置することが望まれます。 

 

【施策の方向】 

 司書教諭は学校図書館の中心となる重要な人材です。今後もすべての小・中学校に司 

書教諭を配置できるように働きかけます。 

 

※１９ 司書教諭・・・全校で１２学級以上（特別支援学級含む）の公立学校に置くことが学校図書館法で定められて

います。 

※２０ 学校図書館指導員・・・学校図書館における図書の貸し出しや図書の整理などの通常業務を各学校で組織され 

る図書委員会の子どもたちと共に行います。また、図書室内の掲示物を工夫して作成や子どもたちに読んでも 

らいたい本を推薦図書として紹介したり、本の読み聞かせ会などを企画して実践するなど、読書活動の推進を 

図る活動を行います。 
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イ 学校図書館指導員の配置 

【現状】 

 各学校に１名の学校図書館指導員を配置しています。週１５時間の勤務により、配架、 

児童・生徒へのレファレンス※２１、司書教諭や学校図書館教育主任の補助、季節の掲示 

等を行い、学校図書館の充実に努めています。 

 

【課題】 

 司書教諭や学校図書館教育主任と連携した組織 

的な体制を確立し、学校図書館の機能が十分発揮 

できるようにする必要があります。 

 

【施策の方向】 

 今後も、今までと同様に学校図書館指導員を配置しつつ、各学校の司書教諭や学校図 

書館教育主任と連携し、学校図書館を活用した教育の推進に、より一層努めていきます。 

 

（４）障がいのある子どものための諸条件の整備・充実 

【現状】 

 障がいのある児童・生徒に対する取組については、１１校中９校の小・中学校で実施 

をしています。取組内容としては、点字本の設置、車いすでも自由に移動できる机の配 

置、本を手に取りやすいように配架の高さへの配慮等を行っています。 

 

【課題】 

 学校図書室の施設的な配慮と同時に、利用しやすく興味を持てる図書資料の収集が 

求められます。 

 

【施策の方向】 

 障がいのある児童・生徒に対して工夫や配慮をしている事例を各学校で共有できる 

機会を設け、諸条件の整備等、更なる充実を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２１ レファレンス・・・図書館で利用者の問い合わせに応じ、図書の照会や検索をする業務です。 

１８ 



基本的方針３ 子どもの読書活動に関する啓発・広報の推進 

 

（１）「子ども読書の日※２２」を中心とした啓発・広報 

ア こども図書館 

【現状】 

 子どもへの読書の啓発と子どもにかかわる大人への啓発という２本の柱で行ってい 

ます。こども読書週間※２３に読み聞かせの大切さを発信する他、ブックトークや様々な 

イベントを実施して、本を手に取る機会の提供に努めています。 

 

【課題】 

来館者の年齢が乳幼児から大人までと大変幅が広いため、イベント内容に工夫が必 

要になります。 

 

【施策の方向】 

 ブックトーク等は対象年齢別に行うことで、それぞれのニーズに合う本の紹介等を 

心がけます。また、イベントについては、家族みんなで楽しめる内容を工夫し、年齢の 

幅を超えて本への興味関心が持てるような取組を行います。 

 

イ 中央図書館 

【現状】 

 図書館行事の機会や図書館だより等で、読書活動の推進についての啓発を行い、こど 

もの読書週間に合わせた児童向け展示や工作会等のイベントを行っています。 

 また、中央図書館、こども図書館、地域のボランティア団体が連携し、「協働おはな 

し会」を実施しているほか、夏休み期間中には「子ども読書まつり」を開催しています。 

他にも毎年、児童文学作家や翻訳家等を講師に招いて、児童文学講座を実施しています。 

 

【課題】 

事業内容の検討を行いながら、より充実した取組を行っていく必要があります。 

 

【施策の方向】 

 子ども読書の日を中心とした啓発やイベント等を実施するとともに、子ども読書ま 

つりや児童文学講座等の事業を継続して行っていきます。 

 また、ヤングアダルト向けブックリストや市内ボランティアと協働で作成した乳幼 

児向けのブックリスト、図書館の情報を発信する図書館だよりの発行など、本を手に取 

るきっかけとなる効果的な広報ができるようにします。 

 

ウ 小・中学校 

【現状】 

 １１校中８校の小・中学校でポスターの掲示や各種たよりの活用、読書啓発のための 

イベント、校内放送での周知等の取組を行い、「子ども読書の日」に関連した啓発や広 

報活動を行っています。 

※２２ 子ども読書の日・・・「子どもの読書活動の推進に関する法律」により、子どもが積極的に読書活動を行う意

欲を高めるために４月２３日「子ども読書の日」と定めています。 

※２３ こども読書週間・・・子ども読書の日である４月２３日から５月１２日までの約３週間の期間です。 
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【課題】 

 ポスターの掲示や各種たよりの 

活用、校内放送で啓発や広報活動 

を行っていますが、より効果的な 

周知方法の討検が必要です。 

 

【施策の方向】 

 子ども読書の日を中心とした読 

書活動に関する啓発・広報に関す 

る取組を、各校の実態に応じて継 

続します。 

 

（２）優良な図書の普及 

ア こども図書館 

【現状】 

  読書感想文の課題図書や夏休み・冬休み等の推薦図書の展示、特集展示等を実施して、 

良書を手に取る機会を提供しています。また、おはなし会、ブックリストの作成、ブッ 

クトーク※２４等を通して、多くの利用者に良書の存在を伝え、本を手渡し、読書に繋が 

る支援を行っています。なお、長く読み継がれてきた本の紹介についても、様々な工夫 

が必要です。 

 

【課題】 

展示方法やイベント内容を、家族で興味を持てるものにする必要があります。また、 

こども図書館を利用する若い世代の家族が利用しているＳＮＳ等の活用についての検 

討も重要です。 

 

【施策の方向】 

 展示方法の工夫やおはなし会等で読み聞かせを行う等、家族で楽しい時間を共有で 

きるようにします。展示やおはなし会等のイベントを通じて、本を手に取る機会を提供 

します。また、ストーリーテリング※２５・手袋シアター・ブックトーク・大型絵本の読 

み聞かせ等、子どもが興味を持つようにプログラムを作成し、読書への興味を啓発しま 

す。 

 なお、館内ポスターやチラシ、図書館ホームページ、指定管理者のポータルサイト等 

のＳＮＳ等で積極的に周知します。 

 

イ 中央図書館 

【現状】 

 推薦図書、推奨図書、児童向け図書の展示や図書館だより、冊子等で優良な図書の紹 

介と情報の提供を行っています。また、家庭、学校等の関係機関へ優良な図書の情報を 

提供しています。 

 

【課題】 

図書の紹介のための、より良い情報発信や広報の方法の検討が必要です。 

※２４ ブックトーク・・・あるテーマに沿って複数の本の内容を紹介し、読書意欲を起こさせる活動。 

※２５ ストーリーテリング・・・直訳すると｢語り聞かせ」。語り手がお話を覚えて、聞いている人にお話を語ります。 
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【施策の方向】 

 ヤングアダルトに向けて中央図書館で作成したブックリストや、市内ボランティア 

と協働で作成したリスト、図書館だより、冊子等での情報提供を行うとともに、ＳＮＳ 

等を活用した若い世代の家族や中高校生への情報発信をします。 

 

ウ 小・中学校 

【現状】 

すべての小・中学校で、優良な図書の普及のための展示や紹介等の取組を行っていま 

す。 

 

【課題】 

優良な図書を、より効果的で目を惹く方法により、啓発することが重要です。 

 

【施策の方向】 

優良な図書の普及のための展示や紹介等の取組を、今後も各校の実態に応じて、継続 

的に啓発活動を推進します。 
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基本的方針４ 子どもが読書に親しむための推進体制の充実 

 

（１）庁内関係部署と関係機関との連携強化 

【現状】 

 北本市子ども読書活動推進計画に沿って、庁内関係部署等が協力・連携して推進して 

います。また、北本市子ども読書活動推進計画に対して、庁内関係部署等が毎年度、ど 

のような取組を実施したかを調査し、進捗状況を確認しています。 

 

【課題】 

施策を総合的・計画的に推進するためには関係部署以外にも、幼児や児童生徒が過ご 

す関係機関として、保育所や小中学校との施策を、更に充実させる必要があります。 

 

【施策の方向】 

 子どもの読書活動の推進に向けて、関係部署と関係機関の保育所や小中学校が連携 

を強化して、施策の推進に努めます。 

 

（２）新たな推進体制の検討 

【現状】 

子どもの読書活動に関しては、市立図書館と小中学校が中心となって、事業を実施し 

ています。 

 

【課題】 

子どもの読書活動を総合的に推進できるよう、広い分野の機関・団体と情報を共有し 

て、北本市子ども読書活動推進計画に基づいて事業を実施することが必要です。また、 

運用を開始した電子書籍の有効な活用方法の検討も必要です。 

 

【施策の方向】 

 事業を実施する場合は、企画段階で関係部署や広い分野の機関・団体と情報を共有・ 

連携を推進します。多方面からの意見を参考にして、より効果の高い事業になるよう努 

めます。 
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第５章  資料 
 

【資料１】第２次北本市子ども読書活動推進計画策定のためのアンケート結果 
 

  小 中 計 

１ 児童・生徒が読書に親しむ機 
会の提供と充実について 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

  

（１）年に１回以上、図書や読書に関 

する全校集会を実施しています 

か。 

4 3 2 2 6 5 

（２）（１）で「はい」と答えた場 

合、どのような内容で実施して 

いますか。 

○図書委員より本のクイズやおすすめの本の紹介を行う 

○新着図書の紹介、読書まつりについて 

○本の紹介や図書のイベントの宣伝など 

○｢読書の秋｣や生活目標｢本をたくさん読もう｣に触れ、図書 

委員からおすすめの本紹介。イベントのお知らせ（くじな 

ど） 

○図書委員が中心となり、ポスターや図書キャンペーンなど 

を実施 

○多読賞の表彰 

（３）週の半数以上、朝読書を実施し 

ていますか。 
0 7 4 0 4 7 

（４）年に１回以上、読み聞かせを実 

施していますか。 
7 0 1 3 8 3 

（５）（４）で「はい」と答えた場合、 

どのような立場の人が読み聞か 

せをしていますか。 

○北本子どもの本を楽しむ会  ○ボランティア  

○担任  ○担任以外の教員  ○文芸部 

（６）定期的に本に触れる機会のある 

部活動がありますか。（中学校 

のみ） 

― ― 1 3 1 3 

（７）学校図書館を活用した授業（調 

べ学習等）を実施しています 

か。 

7 0 4 0 11 0 

  

【分析】  

１１校中６校の小・中学校で「図書や読書に関する全校集会」を行い、おすすめ本の紹
介や貸出冊数の発表・表彰等を行い、啓発活動を行っていました。「朝読書」について
は、１１校中９校の小・中学校で実施をしていました。「読み聞かせ」については、４校
の小学校で市内のボランティア団体を活用しながら実施していますが、中学校では１校し
か実施していませんでした。中学校における「部活動」については４校中１校で本に触れ
る活動を行っている部があり、「調べ学習」についてはすべての小・中学校で学校図書館
を活用していました。 
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  小 中 計 

２ 市立図書館等との連携につ 
いて 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

  

（１）年に１回以上、市立図書館 

から本を借りることがあり 

ますか。 

6 1 0 4 6 5 

（２）（１）で「はい」と答えた 

場合、どのような目的で借 

りますか。 

○調べ学習等で本をまとまって利用する 

○学校図書館にない本を借りて、調べ学習等で活用してい 

る 

○調べ学習で新しい資料をかけるため 

（３）年に１回以上、市立図書館 

等へ児童・生徒が出かける 

ことがありますか。 

2 5 0 4 2 9 

（４）（３）で「はい」と答えた場 

合、どのような目的で出かけ 

ますか。 

○生活科の施設見学・図書館の使い方を学習するため 

（５）｢調べ学習等で似た内容の本 

をまとまって利用するた 

め｣、｢総合や国語の時間等で 

図書室だけでは足りない本 

を借り、調べ学習で活用する 

ため｣、｢春の読書まつりで使 

用するため｣、｢生徒からのリ 

クエストに応じて借りるた 

め｣等を目的として、年に１ 

回以上、学校として市立図書 

館等から本を借りることは 

ありますか。(該当する方に 

○をお付けください) 

6 1 0 4 6 5 

   

【分析】 

教師による市立図書館の活用については、調べ学習や不足図書の補充などを目的として
市立図書館から本を借りていますが、中学校ではありませんでした。児童生徒による市立
図書館の活用については、小学校では７校中２校が、授業における施設見学や調べ学習の
ために、中学校ではすべての学校が、調べ学習や自主学習のために活用していませんでし
た。図書館まで遠かったり交通が不便なためや、ネットで調べることが多いため、図書館
を利用しないようです。 
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  小 中 計 

３ 学校図書館の整備・充実に 
ついて はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

  （１）学校図書館において、話題 

作や児童生徒が選んだ注目 

作の展示、または季節ごと 

の展示の工夫といった、展 

示の工夫をしていますか。 

7 0 4 0 11 0 

（２）（１）で「はい」と答えた 

場合、それはどのような工 

夫ですか。 

○委員が製作した、おすすめ本のポップアップ  

○読書イベントのお知らせ   

○新着図書や注目作は目に付きやすい場所にコーナーを設 

置して展示  

○季節・イベントに合わせた室内・廊下への掲示 

〇風物詩や旬の食べ物などの掲示  

○毎月移動図書室を実施  

○月ごとの廊下掲示 

○生徒のお気に入りの１冊掲示   

○委員・部長・教員のおすすめ本紹介 

 

（３）学校図書館において、児童 

生徒の貸出冊数を伸ばした 

り、学校図書館に足を運ん 

だりしやすいようなイベン 

ト等を実施していますか。 

7 0 4 0 11 0 

 
（４）（３）で「はい」と答えた 

場合、それはどのようなイ 

ベントですか。 

〇雑誌プレゼントや書名をわからなくして配架する”Ｘ文 

庫” 

〇図書室を利用した人に「しおり」キャンペーン 

〇毎月本を借りると参加できるイベント 

 （本の重さあてクイズ等） 

〇「手作りしおり」を配布や「おみくじ」企画 

〇委員による読み聞かせイベント 

〇スタンプラリーやビンゴ・福袋 

〇おすすめの本の紹介と展示 

〇借りたら参加できる「ゆるキャラ投票」や「ビンゴ」 

〇クラスごとに貸し出しパズル 

〇分類番号ごとに読んだ本の冊数に応じてスタンプを押す 

スタンプラリー 

〇借りた人への「じゃんけん大会」「宝くじ」「分類ビン 

ゴ」 

 
（５）障がいのある児童生徒にも使 

いやすいような工夫をして 

いますか。 

5 2 4 0 9 2 

 
（６）（５）で「はい」と答えた 

場合、それはどのような工 

夫ですか。 

〇本の配架を手に取りやすいように低めに配架する。 

〇点字本の設置 

〇分類番号にふり仮名を入れる 

〇貸し出し日の文字が大きい 

〇学年ごとに図書カードの色を変える 

〇記入欄を大きくする 

〇リーディング子ラッカーを用意して必要に応じて使用で 

きる 

〇大活字本の紹介 

〇絵が入っている本や文字が大きく読みやすい本の選定 

〇車いすでも自由に移動できるような机の配置 

 
（７）学校図書館の蔵書数は、「学 

校図書館図書標準」を達成し 

ていますか。 

3 4 1 3 4 7 
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【分析】    

すべての小・中学校で学校図書館の展示や掲示の工夫をしており、また、学校図書館へ
足を運びやすくするためのイベント等を実施していました。学校ごとに、趣向を凝らした
様々なイベントや展示方法の工夫がありました。特に小学校では「読書ビンゴ」や「スタ
ンプラリー」が多く、小中共通では「おすすめ本紹介」が多い結果となりました。障がい
のある児童生徒に対する配慮については、小学校では７校中６校で実施していましたが、
中学校では４校全校が実施していました。掲示物の拡大や色分け、配架の高さへの配慮な
どが見られました。学校図書標準を達成している学校は、小学校で３校、中学校で１校と
いう状況です。 

 
 
 

  小 中 計 

４ 児童生徒の読書活動に関 
する啓発・広報の推進に 
ついて 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

（１）「子ども読書の日」（４月２３ 

日）を中心として、読書に関す 

る啓発や広報活動を行っていま 

すか。 

6 1 2 2 8 3 

（２）（１）で「はい」と答えた場 

合、それはどのような活動です 

か。 

○ポスター掲示   

○図書だよりの発行  

○読書啓発イベント 

 ・しおりプレゼント   ・読み聞かせ 

 ・もう 1 冊貸出券    ・スタンプラリー 

（３）優良な図書の普及のために、展 

示や紹介をしていますか。 
7 0 4 0 11 0 

（４）電子書籍に関する啓発や広報活 

動を行っていますか。 
0 7 0 4 0 11 

（５）（４）で「はい」と答えた場 

合、それはどのような活動です 

か。 

 

（６）ＩＣＴを活用した読書に関する 

啓発や広報活動を行っています 

か。 

2 5 1 3 3 8 

（７）（６）で「はい」と答えた場 

合、それはどのような活動です 

か。 

〇読書の啓発のためのスライドをタブレットで製作し全教に話 

した 

〇電子黒板を利用した本の紹介、読み聞かせ 

〇グーグルクラスルームを使用して図書委員が通知を発行して 

いる 

 

【分析】  

小学校では７校中６校、中学校では４校中２校が、ポスター掲示や各種お便り等を活用し
て「子ども読書の日」周知していた。また、すべての小・中学校で優良な図書の普及のため
の展示や紹介を行っていました。なお、すべての小・中学校で電子書籍に関する啓発や広報
活動は行っていなかった。なお「ＩＣＴを活用した読書に関する啓発や広報活動」について
は、小学校では７校中２校、中学校では４校中１校が、ＩＣＴを活用している。 
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【資料２】北本市子ども読書活動推進計画策定委員会設置要綱 

 

北本市子ども読書活動推進計画策定委員会設置要綱 
（平成３０年４月２０日教育長決裁） 

 

(設置) 

第 1条 子どもの読書活動の推進に関する法律（平成１３年法律第１５４号）第９条第２

項の規定に基づき、本市の子どもの読書活動の推進を図るため、北本市子ども読

書活動推進計画策定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 

(所掌事務) 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について協議する。 

（１）北本市子ども読書活動推進計画策定に関すること。 

（２）子どもの読書活動の推進を図るために必要な事項に関すること。 

（３）その他必要な事項に関すること。 

 

（組織） 

第３条 委員会は、別表に掲げる関係課及び関係機関等により構成する。 

２ 会長は、子ども読書活動推進計画を策定する主管課の課長とする。 

３ 会長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 会長に事故があるときは、あらかじめ会長の指名する者がその職務を代理する。 

 

（会議） 

第４条 委員会は、会長が必要に応じて招集し、会議の議長となる。 

２ 会長は、必要があると認めたときは、委員会に委員会以外の者を会議に出席させ、

意見又は助言を求めることができる。 

 

（庶務） 

第５条 委員会の庶務は、生涯学習課において処理する。 

 

（委任） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、会長が

委員会に諮って別に定める。 

 

  付 則 

 この要綱は、平成３０年４月２０日から施行する。 
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【資料３】北本市図書館協議会委員名簿 

 

No 氏  名 選出区分 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 

【資料４】第２次北本市子ども読書活動推進計画策定委員名簿 

 

所 属 職 名 氏 名 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

  

 

 

 

 

２８ 



【資料５】第２次北本市子ども読書活動推進計画策定の経過 

 

年 月 日 会議名等 内 容 等 
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